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学 会 記 事
第２４回徳島医学会賞及び第３回若手奨励賞受賞者紹介
徳島医学会賞は，医学研究の発展と奨励を目的として，
第２１７回徳島医学会平成１０年度夏期学術集会（平成１０年
８月３１日，阿波観光ホテル）から設けられることとなり，
若手奨励賞は第２３８回徳島医学会平成２０年度冬期学術集
会（平成２０年２月１５日，長井記念ホール）から設けられ
ることとなりました。徳島医学会賞は年２回（夏期及び
冬期）の学術集会での応募演題の中から最も優れた研究
に対して各期ごとに大学関係者から１名，医師会関係者
から１名～２名に贈られ，若手奨励賞は応募演題の中か
ら最も優れた研究に対して１名に贈られます。
第２４回徳島医学会賞は次の２名の方々の受賞が決定し，
第３回若手奨励賞は次の１名の方に決定いたしました。
受賞者の方々には第２４１回徳島医学会学術集会（夏期）
授与式にて賞状並びに副賞（賞金及び記念品）が授与さ
れます。
尚，受賞論文は次号に掲載予定です。
徳島医学会賞
（大学関係者）
もと き たつ お
氏 名：元木達夫
生 年 月 日：昭和５０年９月１８日
出 身 大 学：徳島大学医学部医学
科
所 属：徳島大学大学院ヘル
スバイオサイエンス
研究部心臓血管外科
学分野
研 究 内 容：ピオグリタゾン投与による腹部大動脈瘤
における抗動脈硬化作用の検討
受賞にあたり：
この度は第２４回徳島医学会賞に選考していただき誠に
ありがとうございます。選考していただきました先生方，
並びに関係各位の皆様に深く感謝申し上げます。
近年，メタボリックシンドロームと関連した心血管イ
ベントが増加しており，内臓脂肪の蓄積からインスリン
抵抗性を生じ，動脈硬化を促進していると考えられてい
ます。既に ARBやスタチンにおいては多面的作用とし
て抗動脈硬化作用が注目されていますが，anti-diabetes
drugであるピオグリタゾンにおいても冠動脈において
プラークの退縮が報告され，（S. Nissen, et al . JAMA２９９，
１５６１－１５７３，２００８）その多面的作用が注目されるように
なっています。われわれは，ピオグリタゾンの抗動脈硬
化作用が大動脈レベルにおいても認められるかを遺伝子
発現レベルで，また組織学的な解析から検討を行いまし
た。今後，動脈硬化のメカニズムや抗動脈硬化作用につ
いて更なる研究を行っていきたいと考えております。
最後になりましたが，本研究を行うにあたり，多大な
るご指導・ご助言を頂きました徳島大学大学院循環器内
科学佐田教授，平田先生，スタッフの皆様には厚く御礼
申し上げます。
（医師会関係者）
うえやまゆう じ
氏 名：上山裕二
生 年 月 日：昭和４２年６月２日
出 身 大 学：自治医科大学医学部
医学科
所 属：医療法人 倚山会
田岡病院 救急科
研 究 内 容：“ER型救急”を行うことで地域のニー
ズに応える
受賞にあたり：
この度は第２４回徳島医学会賞を受賞賜り，選考委員の
諸先生方をはじめ関係者の皆様には厚く御礼申しあげま
す。
現在私達は，徳島市内の民間二次救急医療施設で ER
型救急を展開していくことに挑戦しています。「ER型
救急」とは，救急室を受診する患者を重症度や臓器専門
性に関わらず救急専従医（ER医）が診療するスタイル
のことですが，ER医はすべての救急患者をまず診て，
診断ならびに蘇生を含めた初療を同時並行に行いつつ，
帰宅可能であれば帰宅させ，入院が必要な場合は担当す
る科を決定し入院治療をお願いする，という advanced
triageを行います。外来診療に特化した ER医が初療と
advanced triageに徹することで，続けての救急受入が
可能となり，「処置中」「専門外」といった受入不能例は
減っていくと考えています。
今回の研究は，当院に救急科が新設されて以降の救急
患者を解析することで，ER型救急医療の可能性につい
３７
て言及しましたが，各専門科医の完全バックアップがな
いと ER医は生存しえませんし，また他医療機関との緊
密な連携も不可欠です。皆様のご理解ご協力には本当に
感謝しております。
今回の受賞を励みとして，今後も ER型救急医療を通
じて地域の救急医療のニーズに応えるべく，微力ながら
努力してまいりたいと考えています。
今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。
若手奨励賞
ばんどう み か
氏 名：坂東美佳
生 年 月 日：昭和５８年６月２５日
出 身 大 学：徳島大学医学部医学
科
所 属：徳島大学病院卒後臨
床研修センター
研 究 内 容：進行性に増悪をきたし血管内治療を施行
した右内頸動脈閉塞の一例
受賞にあたり：
この度は，徳島医学会第３回若手奨励賞に選考いただ
き，誠にありがとうございます。選考していただきまし
た先生方をはじめ関係者各位の皆様に深く感謝申し上げ
ます。
現在，脳卒中は国内死因の第３位であり，６５歳以上の
寝たきり状態の最大の原因となっています。今後，わが
国の超高齢化が急激に進行する中，脳卒中の発症，死亡
は更なる増加が懸念されます。私は神経内科，脳神経外
科での研修中に SCU（Stroke Care Unit）に入院された
患者さんを担当させていただき，突然症状を来し，麻痺
や言語障害といった後遺症を残すことが多い脳卒中の厳
しさを目の当たりにしました。その際，早期に的確な診
断と適切な治療を行うことが予後を決定することを経験
し，従来の治療法に加えて，今回の症例のように適応を
考慮した上で積極的な治療に踏み込んでいくことの重要
性を学びました。
この春で医師となり１年が過ぎます。医学への探究心
を持ちながら臨床力を高めると同時に，初心を忘れず医
師として最善の医療を提供できるよう日々精進していき
たいと思います。
研修期間のみならず，今回の発表を通して，多くの御
指導，御助言をいただきました神経内科，脳神経外科の
先生方に厚く御礼申し上げます。最後になりましたが，
日頃より暖かく御指導，御支援くださる卒後臨床研修セ
ンターの谷先生，西先生，山本先生，スタッフの皆様に
心から御礼申し上げます。
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